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2.2 親子をターゲットとした講座
〇仙台市天文台 × 東北大学大学院理学研究科公開
　サイエンス講座 2019 年度第 2 回「地球 vs 宇宙
　~ 海と火山 ~」
　実施日：2019 年 9 月 15 日
普段講演会に訪れる年齢層は 40-50 代以上の方が

多数を占めるため，主なターゲットは大人となること
が多い。一方で，小・中学生が最新の天文学及び研究
者と関わる機会は少ない。そこで，長期休みや 3 連
休など親子連れが多く来館すると予想される日程で、
親子で楽しみながら最新の天文学に触れることができ
る機会を提供した。連携協定を結んでいる東北大学大
学院理学研究科と協力し 2019 年度は 4 回開催した
サイエンス講座の一つである。本講座は地球物理学専
攻の学生さん達が主体となって企画・準備・実施を行っ
た。

ターゲットが親子（対象は小学校4年生以上に設定）
のため，講師の話を聞くような講義スタイルではな
く，複数のブースを作り参加者が自由に見て回れる展
示スタイルの講座なった。「海洋エリア」「宇宙エリア」

「火山エリア」の 3 つのエリアに分け，講座開催中は
各ブースにその分野を専門的に学ぶ学生や天文学者が
常駐することで，参加者の質問にも対応した。

Fig. 7　海洋エリアの様子

Fig. 8　宇宙エリアの様子

Fig. 9　火山エリアの様子

　各エリアでは，最新の研究成果を紹介する説明パネ
ルだけでなく，実験や体験ができるコーナーも設けら
れていた。各エリアの内容を簡単に紹介する。
＜海洋エリア＞
　インターネットで公開されている海洋観測のリアル
タイムの情報を流しているコーナーや海流を作り出す
実験ブースがあり，学生たちが実演をしながらについ
て解説をしていた。
　海のしょっぱさを体感できるブースでは 2 種類の
海水を舐め比べてもらい太平洋と大西洋の海水を予想
してもらうクイズ形式となっており，大人も子供も真
剣に考えている様子が見られた。

Fig. 10　海流実験の様子

＜宇宙エリア＞
　木星の衛星について模型を使って紹介するコーナー
やダジックアースと呼ばれる直径 2m の大きな球体
のスクリーンに，土星や木星を投映し説明するコーナー
など子供でも直感的にわかりやすくなっていた。
　また，木星の衛星エウロパでの内部海探査を疑似体
験できるコーナーもあり，実際に行われている研究に
触れることができた。
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Fig. 11　木星の内部海探査の疑似体験コーナー
＜火山エリア＞
　インターネット公開されている活火山のリアルタイ
ム映像が見られるコーナーや火山の噴火タイプを映像
で紹介するコーナーなど視覚的にわかりやすくなって
いた。
　開催中に3回，火山噴火の様子を再現する実験ショー
も行った。学生が火山の噴火メカニズムを丁寧に解説
しながら最終的に噴火するまでを実演することで，子
供から大人まで理解がしやすい内容となっていた。

Fig. 13　火山噴火実験の様子

　5 時間の開催で 300 名を超える参加があり， 親子
連れだけでなく幅広い年齢層の方々に最新の天文学に
触れてもらう機会を提供することができた。

3．成果と課題
　講座・講演会に力を入れた 2017 年から 2019 年
までの 3 年間を振り返り，お客さんのアンケートや
筆者の所感を踏まえた成果と課題を以下に示す。

3.1 成果
　・大学や研究機関とのつながりを生かし，より専門
　　的な天文学を市民が学べる機会を提供することが

　　できた
　・世間的にも話題となった研究を，注目度が高いう
　　ちに取り上げることができた
　・2-3 カ月に 1 回の頻度で開催をしたので，3 年間
　　で平均すると年に 5 回程度行ったことになる。多
　　様なニーズに対応するにはこの回数・頻度は妥当
　　であったと考える

3.2 課題
　・講演内容は講師に任せきりになってしまう部分が
　　多いが，それでは大学等での開催と大差ないので，
　　当台開催を生かせる仕立てができると良いと考え
　　る
　・事前処理の手間を考えて基本的には申し込み不要
　　としている講演会がほとんどであるが，内容や世
　　間の注目度によっては事前に参加人数を把握して
　　おいた方が良い場合もあると考える
　・ブラックホールの講演会は，世間の注目度に対応
　　できた一方で，広い市民に広報したせいで，ター
　　ゲットがぶれ，参加者の満足度が分散してしまっ
　　た

4．まとめと今後の展望
　「市民が天文学を学ぶ機会を提供する」ことを目的
に，天文・宇宙に関する講演会の開催に力を入れ，3
年間実施した。その結果，最新の天文トピックスを取
りあげたり，講演会への参加がほとんどない親子層向
けの講座を開催したり，研究機関や大学と連携して幅
広い市民が天文学に触れる機会を提供することができ
た。しかし，参加した市民の知識の増加具合やその後
の興味・関心度合いの変化などを定量的に図ることは
難しい。今後は，市民が天文学に触れる機会を一方的
に提供するだけでなく市民の天文に関する知識レベル
の調査をするなど，双方的な取り組みができたら良い
と考える。
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企画展「宇宙たんけんプラネット〜だれもしらない惑星にいこう！〜」開催報告

郷古由規

GOKO Yuki

要約

広く市民の宇宙への興味関心を喚起するため，親子層をターゲットにした体感型の企画展「宇宙たんけんプラネッ
ト〜だれもしらない惑星にいこう！〜」を開催した。ここではその実施概要について報告する。

1．はじめに
仙台市天文台（以下，当台）では，2008 年 7 月

のリニューアルオープン以来様々な企画展を開催し，
広く市民への天文分野の普及活動を行っている。開催
10 回目となる今回は，初めての試みである「親子」
をターゲットとした体感型の企画展を開催するに至っ
た。県内外から 13,239 名の来場があり，好評を博し
た。また，会期中には「星空スコープをつくろう」と
題した関連ワークショップを開催した。ここではその
開催記録について報告する。

2．実施概要
2.1 目的と概要

（1） 目的
　企画展の目的は下記の通りである。

〇広く市民の宇宙への興味関心を喚起する
〇親子層をターゲットにすることで新たなファン層
　の拡大と来館促進を図る

（2） 概要
〇日時　2019年7月20日（土）ー 8 月25日（日）
　　　　7 月 19 日 ( 金 )14:00 ー16:00 内覧会
　　　　7 月 20 日 ( 土 )09:15 ー09:30 オープニ
　　　　ングセレモニー
〇場所　加藤・小坂ホール
〇料金　一般￥700 ／ペアチケット￥1,200
　　　　2 歳以上有料・各種減免なし
　　　　※小学生以下各日先着100名プレゼント付
〇主催　当台（企画協力／多摩美術大学・森脇研究
　　　　室）
〇関連イベント　ワークショップ「星空スコープを

　　　　　　　　つくろう」（会期中土曜日開催 ）
〇来場者数　　　13,239 名

2.2 展示概要
本企画展は，「宇宙を体感し未来を先取りする」と

いうテーマを基に，不思議なアート作品やイベントを
通して宇宙への興味関心を喚起するきっかけを創出
し，未来の宇宙と私たちの暮らしとの関わりを感じる
機会として位置付けた。展示構成は以下の通りである。

＜オープンスペース＞
- 巨大な宇宙人との遭遇
- 月と惑星に関するパネル展示
- 企画展来場者の感想ノート

＜会場内＞
- 洞窟
- Immersive Shadow Planets
- 月にふれる
- 地球外生命体！？
- ビッグバンシアター
- ROKURO
- 宇宙遊泳ボート
- 星空ウォール

＜体験内容＞
来場者は「宇宙電波受信器（カチューシャ）」を装

着し，宇宙人になりきって不思議なかたちの洞窟を抜
け，未知の惑星へと降り立つ。そこには，見て，さわっ
て楽しむことのできる展示群が広がっている。

壁に映し出された惑星の数々をスクリーンに映る
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自らの影ではじいたり，地球外生命体との遭遇を楽し
んだり，宇宙誕生の瞬間をシアターで体感することが
できる。また，漆黒の宇宙に浮かぶ星々を模した「宇
宙遊泳ボート」では，ブラックライトで照らされて光
るボールプールで宇宙遊泳を楽しむことができる。

また，2019 年は先のアポロ計画から 50 年という
節目の年であることから，月探査機かぐやのデータを
もとに再現されたバーチャルな月面上を歩行しその重
力を疑似体験できる「月にふれる」を展示した。宇宙
空間で繰り広げられる恒星や銀河の誕生の瞬間を手の

（参考）
会期中土曜日：関連イベントワークショップ「星空ス
コープをつくろう」開催

3．来場者アンケートの集計結果
3.1 アンケート回答者
　146 名（来場者 13,239 名）回答率 1%
　本アンケートは，紙面およびWeb上での回収を行っ
た。

Fig. 1　会期中の来場者数の推移

ひらに再現する「ROKURO」は，色とりどりの光に
変化しながら高速回転する光ファイバーに触れ，思い
のままにかたちづくることができる。

これらすべての展示は，「見る」「触る」「聞く」な
ど子どもの感性を刺激し，宇宙への興味関心を喚起す
る趣向を凝らした展示群となっている。

2.3 来場者数の推移
計：13,239 名
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3.2 感想

3.3 印象に残った展示

3.4 告知媒体

3.5 住まい

Fig. 2　感想

Fig. 3　印象に残った展示

Fig. 4　告知媒体

Fig. 5　住まい

とても良かった 60
良かった 50
ふつう 9
あまり良くなかった 17
良くなかった 10

とても良かった
41%

良かった
34%

ふつう
6%

あまり良くな
かった
12%

良くなかった
7%

ROKURO 91
Immersive Shadow Planets 64
宇宙遊泳ボート 57

ROKURO
43%

Immersive 
Shadow Planets

30%

宇宙遊泳ボート
27%

ポスター・チラシ 68

台内で初めて知った 25

当台ウェブサイト・SNS 23

当台以外のウェブサイト・SNS 3

雑誌・新聞 7

テレビ 5

当台の屋外懸垂幕 2

家族・知⼈からの紹介 13

ポスター・チラシ
47%

台内で初めて知った
17%

当台ウェブサイト・SNS
16%

当台以外のウェ
ブサイト・SNS

2%

雑誌・新聞
5%

テレビ
3%

当台の屋外懸垂幕
1%

家族・知⼈からの紹介
9%

仙台市⻘葉区 32

仙台市太⽩区 31

仙台市泉区 23

宮城県内 20

仙台市宮城野区 13

仙台市若林区 13

東北地⽅ 8

国内（東北以外） 6

仙台市⻘葉区
22%

仙台市太⽩区
21%

仙台市泉区
16%

宮城県内
14%

仙台市宮城野区
9%

仙台市若林区
9%

東北地⽅
5%

国内（東北以外）
4%



-64-

＜開催の様子＞

Fig. 6　ちらし（表） Fig. 7　ちらし（裏）

Fig. 8　主催者挨拶

Fig. 9　オープンスペース
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Fig. 10　Immersive Shadow Planets

Fig. 11　ROKURO

Fig. 12　宇宙遊泳ボート

Fig. 13　洞窟

Fig. 14　月にふれる

Fig. 15　地球外生命体 !?
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Fig. 16　ビッグバン・シアター

Fig. 18　感想ノート

Fig. 17　関連パネル（惑星と月）

Fig. 19　関連イベント ワークショップ
「星空スコープをつくろう」開催の様子

Fig. 20　関連イベント ワークショップ
「星空スコープをつくろう」開催の様子

3.6 今回の展示に関するご意見・ご感想
　・ボールプールが楽しかった
　・限られたスペースでよく工夫された展示が面白
　　かったです。娘は ROKURO に夢中になっていま
　　した
　・見たり感じたり，五感で楽しめました。夏休みの
　　思い出になりました
　・実際に宇宙には行けないけれど，無重力になった
　　ら重いものを持ち上げたりできるんだと思うとワ
　　クワクしました。月面の表面を再現しているもの
　　も，息子と月はぼこぼこするねえと話しながら触
　　ることができて楽しかった
　・体感型で子どもにも分かりやすかったです
　・見るだけでなく，特別感のある暗い空間で実際に
　　身体を動かして遊べてとても楽しめました
　・クルクルまわる光がとても不思議で自分でも作っ
　　てみたいと思った
　・暗くて，さわれて楽しかった！
　・子供が喜んでいた
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　・子供たちが楽しそうに遊んでいる姿に涙が出てき
　　そうでした
　・体験型の展示が多く，五感をつかって楽しめた！
　　当日に企画展の存在を知り，見るだけの展示がメ
　　インかと思って入場したため良い意味で裏切られ
　　た。小学生が多く体験できなかったが，いつかあ
　　のボールプールに沈んでみたい
　・とても楽しかった
　・光の演出があり，異空間を楽しめました。普段の
　　ボールプールもブラックライトの中でまた違った
　　雰囲気でいつまでも遊べました
　・子供たちが楽しくて何時間でもいられた
　・手で触れて感じられる展示があったので，子ども
　　は楽しんでいたのでよかったと思います
　・触れるというのが子供には楽しかったようです
　・宇宙に興味を持てた
　・ROKURO がおもしろかった。妻が家に欲しいと
　　言っていた
　・体験の内容がよかった
　・普段見ない雰囲気が良かったです
　・年少さんの息子にも楽しめた！
　・スタッフの方がみなさん親切だった！
　・子供が夢中になって遊んでいました
　・子供が刺激を受けて楽しむことが出来た
　・不思議な感じが良かった
　・今までに体験したことのない企画展で良かった
　・子供が宇宙に興味を持った
　・光の演出，アート作品に関心を持った
　・常設展が難しいため，子供でも楽しめる企画で良
　　かった
　・光ファイバーの ROKURO に癒された
　・天井からぶらさがった生命体が個性的でよかった
　・最初にあった地球や月を投げて遊ぶ遊びが楽し
　　かった
　・色々な作品があっておもしろかった
　・子供に刺激を与えていただける作品に魅了されま
　　した。空間は狭いですが，その狭さに考えながら
　　遊ぶ様子が見られました
　・天文台には何度も行っているので夏休みの企画展
　　があるとうれしいです
　・子供にも「宇宙ってこんなところ？」と遊びを通
　　して触れられた
　・4 歳の子供が感想ノートに土星を描くほど惑星に
　　興味を持ってくれた
　・パイラ人や ROKURO の光など初めての体験が楽

　　しかったし，よく出来ていたと思う
　・何度も出入りできるのがよかった

＜改善点が含まれたコメント＞
　・同じ家族が長時間にわたって展示物の前を陣取っ
　　ていたため十分に遊べなかった。長い時間待って
　　みたり他の展示物を回るなどしたが，結局後から
　　きた自分たちは覗くことしかできず悲しかった。
　　職員の方が順番に誘導するなどして平等に遊べる
　　ようにしてほしい
　・思いのほか狭かった
　・内容がシュールすぎる
　・やや値段が高く感じました
　・コスパが悪い
　・規模が小さい
　・もう少し展示物があると良かった
　・値段と内容がつりあっていない
　・もっと規模が大きいものを企画してほしい
　・常設展より高いのが残念だった
　・全く面白くない
　・もっと内容を充実させるか，同じチケットで他の
　　展示室にも入れるようにしてほしい
　・小さいお子様向けで楽しめるのかもしれないが，
　　学習の面からみると物足りない

4．まとめ
本企画展において，当台初の試みである「親子」を

ターゲットとした目的の観点からすると，来場者の満
足度の高さから鑑みて一定の効果を得ることができ
た。一方で，本企画展のテーマを具現化するインタラ
クティブな展示を軸とした企画展全体のデザインにつ
いては，学習効果を期待する来場者にとっては充分と
は言い難く，工夫の余地があると考えられる。

来場者に芽生えた宇宙への興味・関心をしぼませる
ことなく，学習意欲へとつなげるためのより明確な道
筋とその方法について，今後の企画の際の課題とする。
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市民との交流を生む VI（ビジュアル・アイデンティティ）へと
強化するための取り組み

石垣加也

ISHIGAKI Kaya

要約

仙台市天文台の VI（ビジュアル・アイデンティティ）の活用において，中期計画の一環として 2019 年度に行った「VI
のアイデア公募」について，取り組みの内容，及び結果・課題を報告する。

1．はじめに
仙台市天文台（以下，当台）の VI（ビジュアル・

アイデンティティ）は宇宙を身近にする矢印（指定の
カラー，フォント，ロゴ），宇宙と日常をかけ合わせ
たコラージュ（Fig. 1）から成り立っている。このコ
ラージュは多種あり，様々な天文現象や天文にまつわ
る記念日・イベントなどに合わせて随時作成してき
た。

他の VI を明確にしている博物館と比較すると，当
台の VI は「宇宙 × 日常」というルールの下、コラージュ
数を増やすという形で VI の数を増やすことができる

という特徴がある。
2．VI の活用
2.1 2018 年度までの VI 活用の取り組み

これまで VI を様々な媒体に活用し，当台のイメー
ジの統一を示す「市民との交流媒体の一つ」としてき

Fig. 1　VI コラージュ（フラフープと土星の環）

Fig. 2　VI が反映されたグッズ例

た。その内容の概要は下記のとおりである。（Fig. 2 , 
Fig. 3）

・ VI の多様な媒体への反映（名刺，チケット，リー
　フレット，当台の発行物，オリジナルグッズ，ユ
　ニフォーム，展示・掲示物，その他）
・ 年に一度，目玉の天文現象などを元にVI テーマを
　決定した上での VI コラージュ制作
・ 天文現象などのテーマに沿ったVI を用いての企画
　展や関連イベント開催
・ファンサポーターへのノベルティグッズとして VI
　のクリアファイルを制作，配布
なお，テーマ等をスタッフ間で検討し制作を行って

いた。
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Fig. 3　VI に関するイベント例

2.2 2019 年度の VI のアイデア公募の取り組み
　2019 年度は VI を定めてから初の試みとして，VI
コラージュのアイデアを市民から公募するという方法
をとった。2019 年度ソラリスト夏号 vol.43にて公
募概要を掲載し，当台の天文ライブラリーに公募コー
ナーを設置し募集した。公募の詳細と公募コーナー設
置の様子は下記の通りである。（Fig. 4, Fig. 5, Fig. 6）

＜ VI アイデアイラスト募集！公募概要＞
「宇宙・天文」と「日常の風景やモノ」をかけあわ

せた，宇宙を身近に感じられるアイデアイラストを募
集した。その後， 採用されたイラストを元に，当台の
VI を制作した。VI は，年賀状やノベルティグッズなど，
今後の仙台市天文台の事業の中で，様々な媒体に使用
した。

＜特典＞
アイデアが採用された方には，VI のオリジナルグッ

ズをプレゼントした。

＜募集テーマ＞
①「時計」
②「オリンピック」（オリンピックの様々な競技での応
　募が可能）

＜応募に関するルール＞
　・ビジュアルが似ている「宇宙・天文」と「日常」
　　をかけあわせること
　・どちらかひとつのテーマでの応募が可能とした

＜注意事項＞
応募者は以下の各事項について承諾の上，ご応募い

ただいた。
　・入選作品については VI として使用する上で，必
　　要な修正をする場合があること
　・入選作品の著作権は当台に帰属すること
　・ご応募いただいた作品の返却は行わないこと

＜応募方法＞
2019 年 8 月 10 日（土）締め切り日とし，アイデ

アイラストと名前，住所，年齢，電話番号，何と何を
かけあわせたかを記載の上，いずれかの方法で応募
いただいた。（なお，はがきでの郵送，メール，FAX，
館内設置の VI 公募コーナーにおいて募集した）

他，制作の例として公募コーナーの側に，VI のミ
ニ展示と制作例の紹介を設置。さらに WEB の VI コ
ンセプト説明ページを QR コードで誘導する形で紹介
した。

Fig. 4　公募概要記事（ソラリスト）

Fig. 5　公募コーナーと VI 制作例



年齢 人数

10代以下 37
10代以上-20代 11
30代-40代 10
50代以上 1
記載なし 28
合計 87

テーマ 応募数

① 時計 21
② オリンピック 30
記載なし 36
応募総数（合計） 87
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Fig. 6　VI 紹介ミニ展示

3．結果
　VI アイデアイラストの応募数及び制作結果は下記の
通りである。

Tab. 1　VI アイデアイラスト 応募数

※「①時計」は時の記念日制定 100 周年にちなみ，「②
オリンピック」は 2020 年に開催予定であったオリ
ンピックにちなみ設定したテーマであった。

天文ライブラリーに設置した「VI アイデアイラス
ト募集 BOX」への直接の応募がほとんどで， FAX・
メールでの応募数は０通，はがきは 2 通であった。

Tab. 2　応募者年代別一覧

応募者の年代をまとめたところ，10 代以下が圧倒
的に多く，夏休み期間中であることに加え，「イラス
トを描く」というスタイルが子ども達にとって親しみ
やすさがあるのではないかと考えた。

＜ 2019 年度 採用した VI アイデア＞
テーマ：①時計
何と何をかけあわせたか：惑星状星雲 × 砂時計
テキスト：宇宙で長い一生を終え，繰り返し新たな星
の源となりゆく惑星状星雲を，日常の世界で繰り返し
時を刻む砂時計に例えています。

Fig. 7　惑星状星雲 × 砂時計

市民のアイデアをもとにした VI 制作の結果発表は
2019 年度 ソラリスト冬号 vol.45 にて掲載。

アイデア採用者の方へは VI クリアファイルを特典
として差し上げた。その後の天文台まつり【2 月 1
日（土），2 日（日）開催】にて，来館者へ向けての
直接的な発表としてプラネタリウムドーム内での投
映，オープンスペース設置のスクリーンでの投映，展
示室前スペースでの什器での展示を行った。下記の通
りである。（Fig. 8, Fig. 9, Fig. 10）
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Fig. 8　ソラリスト冬号 vol.45 掲載記事

Fig. 9　採用者への特典 Fig. 10　天文台まつりでの VI 発表（一部）

4．成果と課題
＜アイデアイラスト公募企画の良かった点＞
　・当台の VI について，コラージュの 意図や制作工
　　程を経てグッズとなるまで，一部始終を市民に知っ
　　ていただく良い機会となった
　・当台の VI の新たなアプローチ方法で市民との繋が
　　りを持ち，VI のこれまで以上の浸透促進に繋がっ
　　た
　・VI を活用し，市民と交流する機会を持つことがで
　　きた（VI を活用したコミュニケーション）
　・「アイデアを公募する」という当台にとっての新
　　しい挑戦を達成することができた

＜アイデアイラスト公募企画の反省点＞
　・VI アイデアイラストの制作時の注意点 （VI 制作
　　ルール）が市民に伝わりづらかった
　　（ VI という言葉自体に浸透性がないことと，「宇
　　宙 × 日常」のルールが 難しく，天文に深く興味

　　のない方だと考えるのが難しい。応募いただいた
　　結果でも VI 制作ルールを捉えているものは少数
　　であった）
　・制作管理の都合上，アイデア採用を 1 名としてい
　　たが，良いアイデアが多数の場合は数名採用でき
　　る方が良いと感じた
　・今回は「①時計」というテーマで採用し制作した
　　ため問題なかったが，もしも「②オリンピック」
　　で採用していた場合，2019 年末に発生した新型
　　コロナウイルスの影響で延期となったオリンピッ
　　ク開催に合わせての活用が難しかったと考えられ
　　るので，テーマ設定についても慎重に検討する必
　　要があるかもしれないと感じた
　・はがき，メールなどからの応募が少なかったこと
　　から，遠方からでも参加がしやすいよう広報的な
　　アプローチを強化することが必要である（当台
　　に訪れ，企画を知った市民が多いのではと推測す
　　る）
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5．今後の展望
　これまでの流れを踏まえた今後の展望を，下記の通
りまとめた。
　・市民が「アイデアイラスト」を描きやすいよう，
　　VI 制作ルールの解説をより分かりやすくした媒体
　　の準備をする
　・「VI アイデアイラスト」を公募するという内容は
　　応募形式以外にもワークショップの一環としても
　　活用できると思ったので，別の企画にも今後応用
　　できると尚良い（ワークショップ等の方が直接的
　　に VI の制作ルールについて解説もできるので，
　　市民にも理解しやすい可能性がある）
　・テーマを検討する際は，できるだけ世の中の動き
　　に左右されないものを挙げることが望ましい
　・より市民への浸透を深めるために，天文台まつり
　　での発表以外にも，数年に一度 VI に関する企画
　　展の開催やご応募いただいたイラストのミニギャ
　　ラリーを運営するなどして，反映させていくこと
　　が望ましい

この度，「VI アイデアイラスト公募」の企画を行い，
まだまだ仙台市天文台自体も含め VI の浸透性が低い
と分かる結果となった。しかしながら，当台の VI の
可能性の広がりを感じることが幾度かあった。

今後もできるだけ公募企画を行い，それらに付随す
る形で課題にも取り上げたような新たな企画を打ち出
し，「市民との交流を生みだすことができる VI」のあ
り方を考え，活用を目指していきたい。


